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ご紹介ありがとうございます。DMC 研究センター

の研究員を、長らく勤めております金子と申します。

毎年お越しいただいている方には、おなじみになって

きたかと思いますが、今日は「多面的アーカイヴ」と

いうタイトルで、DMC がどういうふうなデジタルアー

カイヴの世界を目指しているのかということについ

て、お話できればと思っております。

まず流れとしては、アーカイヴの目的とは、そもそ

もデジタルアーカイヴの目的とは、そもそもなんだろ

うかと。デジタルアーカイヴという言葉だけが先に

どんどん走っているような気がして、そのあたりから

ちょっと考えを進めてみようかなと思っております。

そして我々 DMC でやっている多面的アーカイヴが何

か、そこでアプリケーションとしてどういうものが動

いているのかといったところについて、ご紹介できれ

ばと思います。

アーカイヴの目的ですが、別にこれはウィキペディ

アなどから取ってきたわけではなくて、僕が思うアー

カイヴというものを書いてみました。今まで学んでき

た内容を踏まえて、言葉にしてみたものなのですが、

過去の人類の知的資産を整理保存し、保存した知的資

産から新しい視点に基づいて、何らかの知恵を発見し

て、その視点や発見を提示することで、人類の知的活

動に役立て行くという、このサイクルがアーカイヴの

本当の目的なのかなというふうに思っております。そ

う考えたときに、これちなみにこれはおかしいぞとい

う方いらっしゃいますかね。多分そんな反対は出てこ

ないと踏んでいるのですけれども、まあそうしますと、

ではよいアーカイヴというのは何かと言うと、このサ

イクルが非常に活発に回転して行くのが、よいアーカ

イヴなのかなと思っております。すなわちそもそも知

的資産を整理保存しているわけですから、これがほし

いと言ったら、それにすぐアクセスできるということ

が、まず必要でしょう。持っているコンテンツデータ

知的資産の数が、1 個や 2 個だと「えっ、これでアー

カイヴ？」ということになるので、多くの知的資産を

有していることも、アーカイヴにおいては重要でしょ

う。その上で誰も見出してないような、新しい発見を

誘発できるようなプラットフォームが、アーカイヴ

の役割ではないかということ、そして新しく「ああこ

れは新しい視点だぞ」「これは新しいものの見方だぞ」

と思ったときに、それが本当に自分だけのオリジナル

の、新しいアイディアなのかというのを検証できると

いうことが成り立って、初めてその上に書いたような

アーカイヴのサイクルというのを回すことができるの

ではないのかなというふうに、考えております。

この後、よいアーカイヴというものを作っていくた

めには、どうしたらいいのかというお話をしていこう

と思うのですが、その前に現在のデジタルアーカイヴ

をちょっと簡単にまとめてみました。先ほどデジタル

アーカイヴという言葉が先行しているというようなこ

とを言いましたけれども、例えばデータを保存するぞ

と、保管優先型と勝手に名前をつけて、例として国会

図書館を挙げると、国会図書館の人に怒られるかもし

れないのですが、国会図書館の場合は法律的に保管

しておくことが、義務付けられておりますので、保管

優先型と言って差し支えないのではないかなと思いま

す。すなわち収集整理保管ということが重要視され、

力点が置かれていて、それをどう利用するかというこ

とについては、そこまで力が入っていない。なぜなら

ば国民のために、その文化なり情報を保持しておこう

ということがミッションですので、誰が何のために使

うか分からないけれども、法律に書いてあるのでやる

ぞということです。すなわち確実性を持った収集整理

保管ということと、将来に備えるといったことが、保

管優先型の方向性ではないかなというふうに思いま

す。そうすると整理保管が確実に行われないといけな

いので、最低限必要とされる基準を作って、国会図書

館はきちっと作られておりまして、それに基づいて整

理が行われているということになります。

一方、別の類型で、類型に利用目的限定型（例：藝

大）というのが、ご発表いただいた内容そのものを書

いたのですが、先ほどのお話ご発表を聞いて、皆様お

感じになったと思いますけど、非常に強く、どういう

ことに対して、アーカイヴを使うのかというのが感じ

られたというふうに思います。そうすると収集整理保

管というものと、利用方法が密接に連動していて、そ

のために何をしないといけないのかということが、ア
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クションアイテムとして上がってきて、例えば先ほど

お話があった権利書類も、きちんとやらないといけな

い。学生さんに入学時にサインさせているというよう

なメカニズムができているわけですが、目的が出て

きていますので、誰がなんのために使うのかというの

が、非常に明確になっていて、収集整理の基準もそれ

に従って決定できていると。目的に従って基準という

ものを設けて、整理発信しているというのが、利用目

的限定型なのではないかと、現在のデジタルアーカイ

ヴの現状というものをちょっと整理してみました。

先ほどの良いアーカイヴというところに立ち返って

みると、今ご紹介した保管優先型というのは、ここの

1 つ目と 2 つ目のステップを満たしているものに対応

するのかなと思います。では利用目的限定型は、どう

だろうかというと、もちろんその文化的な創造性を誘

発させようという教育研究的配慮の元にアーカイヴを

されているということだったのですが、藝大の場合は

誰も見出してないような、新しい発見をインスパイア

できるようなものを、作り上げようとしているのかな

と思っております。

よいアーカイヴというものを、実際に作り上げてい

こうとしたときに、気になるポイントというのがあり

ます。それは何をもって、インスパイアが発生するか

ということです。大きく 2 つに分けてみました。1 つ

はアーカイヴ自身の整理方法が利用者の視点にマッチ

している場合、2 つ目が利用者の視点にマッチしてい

ない場合、それぞれどういうことが起こるのかを、極

端な例かもしれませんけれども書いております。アー

カイヴが非常に使いやすい、アーカイヴの整理方法と、

利用者の視点が一致していますので、どこをどういう

ふうにたどればいいかを、何も全体像を把握しなくて

もたどっていけるというアーカイヴは、使いやすくな

りますけれども、自分の目的とする情報に、すぐアク

セスできることになりますので、新しい発見をインス

パイアすることにはならないんじゃないか。生まれに

くいことになります。一方でアーカイヴの整理方法と

利用者の視点が違うと、どこに保存したのかは分から

ないけれど、自分がやりたいことは明確なので、ここ

はこういうふうなつながりがあるはずなのに、という

インスパイアがどんどん活性化される。非常にクリエ

イティブだけれども、エネルギーを要する作業だと思

いますが、新しい発見が生まれやすい、比較的生まれ

やすいというのが、この 2 個目の例なのかなと思い

ます。

先ほどサイクルを回していく必要があると話しまし

たけれども、ここで新しい発見が仮に生まれた場合、

アーカイヴはその整理方法を変えるべきなのか、変え

るべきでないのかという点があると思います。使いや

すさを目指す、もしくは仮に過去の視点というものを、

どこかに保存できる、それを参照することができるの

だとすると、新しい視点を加味して、整理方法という

ものを再考案して、持っているコンテンツそのものを、

その新しいルールに基づいて、再整理をするという作

業が必要になってくる。そうすると、本当に新しい考

え方に基づいた、アーカイヴの保管庫ができて、新し

いお客さんに対して、新しい視点を提示できるように

なるのかなと思うわけです。

ここで出てきた視点というキーワード、その整理方

法とも書いていますが、それは何によって、生まれて

くるのだろうと考えてみました。新しい視点というの

は、基本的には人間の抱えている、各個人の抱えてい

るバックグラウンドなのかなと思っております。ここ

では空間の差と時間の差を非常にコンパクトにまとめ

ていますが、人が違います。所属している組織が違い

ます。もしくは、自分の専門としている分野が違いま

す。自分の生きてきた文化が違います。そういった差

があるものに対して、あることに対して、違う見方を

提示する。空間が違うことによって、こういうふうな

差が出てきますよ。時間の差において行うと、もちろ

ん文化は極端な分け方をしているので、例えば文化の

違いの中に、言語の違いも入るだろうとか、人文系の

先生方から指摘があったり、知識の違い思考の違いと、

文化の違いどこがどういう境界なんだとか、そういう

ふうな話が出てくるのは、重々承知なのですが、そこ

はぐっとこらえていただいて、例えば時間の差で言う

と、言語というのも同じ言語でありながらも、その時

間が経つ、例えば日本のその平安時代の言葉の使い方

と、今の言葉の使い方は違うといったことや、持って

いる知識が違う。例えば縄文時代に車の存在を仮定し

てあげても、意味が不明になるとか、それに伴って思

考の違いも出てくるでしょう。価値観が違うというこ

とです。それが視点の違いを生み出して、それが新し

い発見を、何らかの違いがインスパイアを生むという

ふうに、考えております。ここで考えているアーカイ

ヴのプラットフォーム、まあアーカイヴが対象とする

コンテンツなのですが、人類がデジタルでアーカイヴ

を作ろうとしたときに、デジタルのよさを生かそうと

すると、グローバルなアーカイヴプラットフォームに

なるのだろうなと考えております。インターネットが

アーカイヴ対応したと思っていただくのが、イメージ
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としてはいいのかもしれません。

アーカイヴとして考えたときには、先ほど整理がき

ちんとできていて、たどり着けるということが重要だ

ということを申しましたけれども、そうするとアーカ

イヴの整理方法が統一されていないと、横断検索がで

きない、だからグローバルでアーカイヴの整理方法を

統一しましょうという話が、このグローバルなアーカ

イヴプラットフォームには出てくることになります。

アーカイヴの整理方法が統一されていればいいのだか

ら、統一しようということになるのですが、ここで難

しい問題が、各個人が抱えている意味理解の違いとい

うことになります。新しい発見をするためには、もち

ろん、違いというものが必要だけれども、すでに皆さ

ん違う状況の中で、アーカイヴの整理方法、では今 1

位 2 位決めましょうと言っても、もうすでにバック

グラウンドが違うので、1 位に決めることは難しいの

ではないだろうかと思うわけです。もしくは、では仮

に１回できたとして、新しい価値観が入ってきました。

それを皆さん受け入れられますかといったときに、そ

れは難しいのではないかと思うわけです。実際にアー

カイヴの業界で携わっている方でしたら、ご存知だと

思いますが、メタデータ何を選びますかというので、

延々議論するというのが、この状況を明確に表してい

るのかなと思います。

さらにグローバルアーカイヴのプラットフォームを

考えたとき、今のデジタル技術の動向を考えたときに、

忘れてはならないのが、アーカイヴにおける規模拡張

性という観点です。もちろん先ほどその価値観なり視

点の違いといったところで、整理基準の特性数といっ

た意味でも、グローバルになってくると、求められる

規模拡張性は非常に大きなものになってきます。非常

にバラエティが富んできます。デジタルで、どんどん

データを作れるようになってくると、アーカイヴし

ないといけないデータの特性の数も変わってきます。

アーカイヴするデータの特性数が変わってくると、も

ちろん整理基準が変わってきます。そして使う人が誰

かということによって、もしくは使う人の特性、使う

人の人数によっても整理基準が変わってくると、こう

いうふうな非常に多方面にわたって変化の度合いが激

しい物に対して、では良いアーカイヴ、よいグローバ

ルなアーカイヴプラットフォームというものは、作れ

るでしょうかということになります。今のアーカイヴ

のシステムを多く見てみると、アーカイヴの整理方法

を統一することによって、グローバルなアーカイヴプ

ラットフォームを構築しようという動きで、今までの

アーカイヴは進んできましたけれども、果たしてこの

アーカイヴの整理方法を、グローバルに統一しようと

いうアプローチが、一番いい方法なのかといったと

ころに、疑問を持つことになります。すなわちそんな

最初から、価値観も違うのだから、最初から違う価値

観を前提にして、統一した整理方法でアーカイヴを作

らなくてもいいのじゃないかなというのが、DMC で

進めている多面的アーカイヴの考え方になっておりま

す。

コンセンサスを取って、整理方法を確立して情報を

整理する、一番典型的な例だと、メタデータスキーム

を設計しましょうって話になると思いますけれども、

そういうふうなことをやるのではなくて、各自がそれ

ぞれの整理方法で、情報を整理してやります。その整

理した結果を自分の発見ですよ、気付きですよという

形で、発信共有してみましょう。発信共有した結果、

それを受け入れてくれる人が多ければ、その整理方法

は皆さんに受け入れられた。もちろん 100 人いたら、

100 人の人が全て受け入れるかどうかは分かりませ

ん。100 人のうち 95 人が受け入れるかもしれない、

30 人だけしか受け入れないかもしれない。でもそう

いうことによって、最初のそのグローバルに統一しな

いといけないっていうところを、乗り越えられるので

はないかなというふうに思うわけです。アーカイヴと

いうものは、きちんとしなくちゃいけない、もちろん

アクセスできないといけないというところは、変わら

ないと思いますけれども、その間のプロセスを、その

整理のプロセスを共有することによって、いろいろな

意思の共有、自分の価値観の共有ということができる

のではないかと思います。

すなわち多面的アーカイヴというのは、何かという

と、現時点今の判断、もしくは今持っているアーカイ

ヴすべきデータ、今のユーザー、今の整理基準ですべ

てを決めてしまって、それでスタートするのではなく

て、時々刻々と変化するような状況判断に、柔軟に

追随できるようなフレームワーク作りというものが、

アーカイヴプラットフォームには重要なのではないか

と考えております。では具体的に、どうするのかとい

うことになりますけれども、整理方法の記述を何らか

の形で、正規化してやらないといけません。整理され

た結果を記述してやるということで、視点の記述を実

現しようというのが、DMC のアプローチです。では

そうすると整理方法の記述への要求事項として、何か

デジタルですよ、もちろんコンピュータが間違いなく

扱えるようにしないといけませんよね。一方でコン
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ピュータは分かるけれど、人間が全く分からないとい

うのでは困ります。ですから人間にとって、直観的な

意味理解が可能なこと、この 2 つが要求条件になる

かと思います。

例えば今だと言語をキーにして同一性判定する、こ

れはタグと言われているものですが、こういうやり方

だと、コンピュータは間違えます。間違えるという言

葉自体が、間違っているかもしれませんが、言語とい

うのは状況によって、意味が変わると思います。そう

するとコンピュータは、今この単語を、どっちの意味

に取っていいのかということが理解できないので、間

違いなく扱えるということには、うまく合致しないで

しょう。一方で、我々は、確実にその整理方法という

ものを、相手に伝える必要があるのかということなの

ですが、我々のアプローチは、確実な意味理解の伝達

は求めない。ここにこう一種のフレキシビリティとい

うか、一種の曖昧性を持たせることによって、人とコ

ンピュータの間のなんというのでしょうか、「グルー」

というか「ニカワ」というかを実現しているというこ

とになります。

実際に、こういったコンセプトに基づいて作ってい

るのが、カタログ（図１）というものです。上で今日

いろいろなデモンストレーションがありますけれど

も、カタログを使ったものも、結構あります。カタロ

グというものは、どういうものかと言いますと、それ

ぞれのコンテンツを、こういうふうに混沌とした状態

で並べた上で、それとは切り離してファイル間の関係

を記述しましょうというのが、コンセプトです。です

からここにファイルの実態が全くなくて、どのノード

とどのノードがどういう関係ですかというのを、皆さ

ん勝手気ままに記述しましょうというのが、カタログ

のアプローチです。記述の方法は、言語でこれとこれ

は同じ関係ですよというと、言語に戻ってしまうので、

有効グラフという矢印を使って、記述するというのが、

カタログのアプローチです。矢印だけだとなんか何を

言っているのか分からないなと思うかもしれないです

が、グループの存在やここですね、順序があるだけで、

人間は非常に簡単に、その意味を理解することができ

るというのが、人間の面白さなのかなと思っておりま

す。

具体的な例を持ってきました。2 年前にここに来て

いただいた方に、僕はスペインのマドリードにある、

王立ソフィア美術館のお話をしたと思います。ウェブ

を見てみますと、オンラインで僕が発見したコンテン

ツが載っていたので、今日持ってきました。ピカソの

絵（パブロ・ピカソ , 《画家とモデル》3 連作 , 1963 年 )

です。これ皆さんどういうふうに思われますかね、パッ

と 3 枚見て。ちょっとグループ化しましょうという

ようなことをすると、どうでしょうか。人によって、

グループ分けの仕方が違って、グループ分けしてくだ

さいと言われると、どこに注目するか。では仮に、こ

こでこうここの 2 つと、ここを 1 つが違うっていうと、

何がなんかどういうふうに思われます。そうですね、

画家の顔のサイズが左から右に行くにつれて、どんど

んどんどん大きくなっている。気づきました、気づい

てなかったですか。誰かに言われてみると、ああそう

だなとか思ったりとか、意外とじっとここが切れ目で

すよって言うと、いろいろなところが浮かび上がって

くると思うんですね。これ実は 3 つきれいに高さそ

ろえて並べていますけれども、キャンバスのサイズ実

は高さが一緒なのです。そうするとどうですか、右の

端だけ横幅が長いのです。近くで見ると分からないで

す、後ろの方で見ると分かります。とかですね、いろ

いろ色彩は、こう真ん中と右側はよく似ているのです

が、左側がちょっと違う色合いになっていたりとか、

どこで切れますよ、ここで切れますよとか、あそこで

切れますよとか、グループというものを提示してやる。

もしくは矢印で言うと、さっきの顔の大きさなんかも

そうですけど、矢印提示されていると、ああここのこ

とを、この人は言ってるのかなっていうのを、人間は

イマジネーションで理解することが、それはその発信

している人の、自分がそうだって言った人と、同じか

どうかって分からないのですが、何らかの意味を見出

すことができるということが、あるかと思います。

そういうわけで、ただ単に、矢印として表現をする

だけではなくて、それをうまく可視化してやることに

よって、その意味に人間は入っていけるのではないか

というふうに思います。それは頭の中で、僕は比較と

いう作業をやっているのかなというふうに思っており

まして、比較をいかにユーザーに伝えるか、利用者に

伝えるかといったところが、重要だと思っています。

比較のポイントは、コンテンツ間もしくはこれが矢印図１　Catalogue のコンセプト
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の関係なのか、矢印じゃない関係なのか、カタログ間

の差分、もしくは自分自身のピカソはこういう絵を描

くよなっていう、自分の記憶との比較なんかが、意味

理解の助けになるのかなというふうに思っておりま

す。多面的アーカイヴを実際にやってみますと、その

利点が何かと言うと、客観的に見ると 1 つのコンテ

ンツについて、いろいろな人がいろいろな注目点、視

点に従って整理をしていくわけですね。そうすると 1

つのコンテンツのときに、いろいろなグループがあっ

て、グループにはそれぞれまた違うコンテンツが含ま

れていくといったことで、情報へのアクセシビリティ

が高まるし、ああ自分はこう思っていたけど、他の人

はこう思っているのか、というのも分かるし、さらに

今は、こういうふうな使い方をしたい、整理方法を採

用したい、もしくは自分はちょっとトレンドから外れ

た利用の仕方だ、というようなことを、うまく使い分

けていけるというのが、多面的アーカイヴの利点だと

思っております。

今日お話したシステムというのは、実はカタログシ

ステムという赤色になっている部分で、コンテンツと

コンテンツ情報と情報の間の関係を、どういうふうに

記述するのかといったところになるのですけれども、

その他関係するところとしては、ではどうやってファ

イルを保存するのだろう、どうやってファイルを、大

きいファイルを世界中に届けるのだろうというファイ

ル管理のシステムとか、その上でアプリケーションが

どんなものが動くのだろうといったことが、DMC で

研究している内容になります。MoSaIC の話は、後で

石川さんの方からお話があると思いますけれども、実

際に先ほど有効グラフで記述されたカタログで記述さ

れた情報の環境ですね、可視化してみるプロジェクト

が MoSaIC として動いております。さらにこういった

コンテンツ間の関係、情報の関係というものを矢印と

して直接的に見せるのではなくて、アプリケーション

の裏側に完全に押しこめてやって（図２参照）、例え

ばこの銀杏並木、この銀杏それぞれが 1 個 1 個がカ

タログになってるのですが、今あそこに出ているコン

テンツは、銀杏並木とか銀杏とか第一校舎とか街頭、

学生父兄などなどが、カタログとして整理されている

わけですけど、矢印を見せなくても、いろいろな使い

方ができますよというのを、キャンパスミュージアム

のアプリケーションとして作っております。いずれも

上で、デモでお見せしておりますので、後でご覧頂け

ればと思います。

本日の発表まとめですけれども、デジタルアーカイ

ヴの目的というのはなにか。それを実現するためには、

ではグローバルで、統一的な枠組みを作ればいいの

か、そうではないのではないか、もうちょっと違った

作り方だって、考えられるのではないか。それが多面

的アーカイヴというものですよ。コンピュータと人間

の境界というのを、どういうふうに設計するのでしょ

うか。意外と人間の理解や想像っていうものは、バカ

にしちゃいけないものがありますよ。そういったもの

を使いながら、いろいろなアプリケーションを作って

います、というのが、今日の発表になります。以上で

す（拍手）。

図２　キャンパスミュージアムアプリケーションの一画面


